
平
常
時

災
害
時

��������	

訓
練
は
、
九
月
八
日
�
、
午

前
九
時
半
か
ら
十
一
時
半
ま
で
、

大
開
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会

場
と
し
て
実
施
し
ま
す(

大
雨

等
の
警
報
発
令
の
場
合
は
中
止

し
ま
す)

。

大
地
震
が
起
こ
れ
ば
、
防
災

関
係
機
関
は
全
力
を
挙
げ
て
災

害
の
対
策
活
動
に
従
事
し
ま
す

が
、
地
震
被
害
が
こ
の
活
動
に

大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
と

き
に
皆
さ
ん
を
守
る
大
き
な
力

と
な
る
の
は
、
各
家
庭
で
の
日

ご
ろ
か
ら
の
十
分
な
備
え
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
互
い
の
協

力
と
助
け
合
い
で
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
場
合
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
多
数
の

人
々
が
倒
れ
た
家
屋
の
下
か
ら

救
出
さ
れ
、
多
く
の
火
災
の
拡

大
が
食
い
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
訓
練
は
、

参
観
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

震
災
発
生
直
後
に
地
域
で
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
初

期
消
火
や
救
出
、
応
急
手
当
、

動
け
な
い
人
の
搬
送
な
ど
、
各

種
初
期
活
動
の
具
体
的
な
方
法

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
中

心
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
や
自
衛
隊
に
よ

る
訓
練
の
実
演
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練(

試
食
あ
り)

、
さ
ま

ざ
ま
な
震
度
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
起
震
車
体
験
、
煙
の
中

を
歩
く
煙
中
ハ
ウ
ス
体
験
、
防

災
関
係
機
関
に
よ
る
各
種
展
示

な
ど
も
行
い
ま
す
。

参
観
は
自
由
で
す
。
避
難
場

所
シ
ー
ル
や
安
否
確
認
カ
ー
ド

な
ど
の
防
災
啓
発
物
品
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会

場
に
は
駐
車
場
・
駐
輪
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
周
辺
の
皆
さ
ん
の

ご
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
実

際
の
避
難
を
想
定
し
て
、
徒
歩

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

宇治市制施行50周年

市政情報
いつでも
24時間

��������
宇治市政ダイヤル

20-8777

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

��� �� � � �
�� � 	 
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六
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
大
地
震
が
都
市
で
発
生
し
た
場
合
の
恐

ろ
し
さ
と
地
域
の
人
々
が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
わ
た
し
た
ち

に
再
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
大
切
な

家
族
を
守
る
た
め
、
家
庭
で
の
備
え
を
見
直
す
と
と
も
に
、
地
域
で
の
自
主
的

な
防
災
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、
九
月
八
日
�
に
大
開
小
学

校
を
会
場
と
し
て
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
家
庭
や
地
域
で
の
災
害
へ
の
備

え
を
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
参
観
は

自
由
で
す
。

問�
企
画
管
理
部
総
務
課

▲

昨
年
度
の
防
災
訓
練
の
様
子

�
非
常
持
出
品
、
３
日
分
の
水
な
ど
の
生
活
物
資
を
ま
と
め
て
お
く

(

左
図

参
照)

。
家
具
に
は
突
っ
張
り
棒
な
ど
で
転
倒
防
止
策
を
す
る
。

�
地
震
に
対
す
る
知
識
と
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
実
践
に
生
か
す

力
を
身
に
つ
け
る
。

�
近
所
の
人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
す
る
。

�
家
族
の
避
難
場
所
や
集
合
場
所
の
確
認
、
避
難
経
路
の
確
認
を
す
る
。

�
緊
急
時
の
連
絡
先
を
決
め
て
お
く(

他
府
県
の
親
戚
な
ど)

。

�
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る
。
最
初
の
揺
れ
で
す
ば
や
く
頭
を
守
る
。

�
す
ば
や
く
、
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
す
る
。
火
が
出
た
ら
す
ぐ
消
火
器

な
ど
で
消
火
す
る
。

�
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保
す
る
。
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
あ
わ
て
ず
に
。
避

難
は
徒
歩
で
。
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
に
声
を
か
け
、
協
力
し
て

助
け
合
う
こ
と
も
大
切
。
狭
い
路
地
や
塀
に
は
近
付
か
な
い
。
山
崩
れ
、

崖
崩
れ
に
注
意
す
る
。

�
協
力
し
合
っ
て
け
が
人
の
救
護
・
応
急
手
当
て
を
す
る
。

�
正
し
い
情
報
を
入
手
す
る(

Ｆ
Ｍ
う
じ
＝
８
８
・
８
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
な
ど)

。
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天気・気象はくらしの一部です｡ その自然現象として

の発生を学び､ 日常生活のなかで防災に役立てます｡

◆とき･内容…下表のとおり｡ いずれも午後１時半～３時半
◆と こ ろ…広野公民館
◆募集人数…市内在住・在勤の人､ 先着40人
◆参 加 費…無料
◆保 育…あり(２～５歳､ 無料)
◆申し込み…９月３日(月)から電話で生涯学習センター

(�22-0220) へ｡

ＮＨＫスペシャル

��������	
��
���
宇治市制50周年を記念して､ ＮＨＫ京都放送局と共催で､

｢日本人はるかな旅｣ の公開セミナーを実施します｡
この公開セミナーに参加ご希望の人はお申し込みください｡

と き �������� 	
��
��	
���
��
と こ ろ ����������
内 容 ������ !

"#�$%&'����()!*+"
,-./0�123 456789

定 員 �:����;<=>)�?�@A�
申 し 込 み B�C���D�EF�GH�IJK�LMINOPQR&

ST&UV&WXQRYNEZ[\])^I_ST&
UVY7`abNcde������f�����
� !gh
�ij�k�lm��n��C:cdeop
q�n��rs�tF��Lu�FM�u�vwxYy
z{aE|s

問い合わせ cde��������C�nC����

一
次
持
出
品

避
難
す
る
と
き
に

ま
ず
持
ち
出
す
も
の

二
次
持
出
品

約
３
日
間
は
自
給

自
足
で
き
る
よ
う
に

１講
９／12
�

天気図の見方｡ 天気はなぜ変化するのか｡
台風や梅雨はどのようにして発生するのか ほか
講師＝京都地方気象台防災業務課長

河野俊雄さん
２講
９／14
�

最近の気象災害の特徴｡ 気象災害から身を守るた
めには｡ 気象情報の見方・聞き方 ほか
講師＝日本気象協会関西支社気象情報部

情報システム課課長代理 平松信昭さん

現金･権利証書･預貯金通帳
･免許証・健康保険証など｡

カンパン･缶詰などの火を通
さなくても食べられるもの､
ミネラルウオーターなど｡

絆創膏
ばんそうこう

･傷薬･包帯･
胃腸薬･鎮痛剤など｡

下着･上着のほかに､
タオルなども準備する｡

予備の電池は
多めに用意する｡

懐中電灯･ロウソク･マッチ・
ライターなど｡ 懐中電灯は1
人に1個づつ｡ 予備の電池も
忘れずに｡

常備薬･生理用品･カイロなど｡
赤ちゃんがいる場合は､ 粉ミルクや
紙おむつも必要｡

米･缶詰･レトルト食品･調味
料のほかに､ 食器類や調理
器具も準備する｡ 缶切り･栓
抜きも忘れずに｡

飲料水は1人1日3リットルが
目安｡ 煮沸してから飲むよう
注意が必要｡ 生活用水は､ 風
呂や洗濯機に貯水しておく｡

卓上コンロや固形燃料など｡
卓上コンロのガスボンベは充
分なストックが必要｡



公
共
下
水
道
は
ト
イ
レ
や
台

所
な
ど
で
使
用
し
た
水
を
下
水

管
を
通
し
て
下
水
処
理
場
に
集

め
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
か
ら

自
然
に
返
す
施
設
で
す
。
下
水

道
が
整
備
さ
れ
、
各
家
庭
が
接

続
工
事
を
す
る
と
、
側
溝
に
は

雨
水
し
か
流
れ
な
く
な
り
、
害

虫
や
悪
臭
の
発
生
を
防
ぎ
、
川

や
海
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
宇
治
川
を
境
に
東

宇
治
処
理
区
と
洛
南
処
理
区
に

分
け
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

東
宇
治
処
理
区
は
、
木
幡
に

あ
る
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

汚
水
を
処
理
す
る
区
域
で
、
昭

和
六
十
一
年
か
ら
下
水
道
の
使

用
を
開
始
。
六
地
蔵
・
木
幡
地

域
の
大
部
分
と
五
ケ
庄
・
�
道

・
羽
戸
山
一
丁
目
の
一
部
で
下

水
道
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
洛

南
処
理
区
は
八
幡
市
に
あ
る
京

都
府
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
汚

水
を
処
理
す
る
区
域
で
、
平
成

元
年
か
ら
下
水
道
の
使
用
を
開

始
。
槇
島
町
・
小
倉
町
・
伊
勢

田
町
・
開
町
・
広
野
町
・
大
久

保
町
・
南
陵
町
・
宇
治
の
一
部

で
下
水
道
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
下
水
道
が
い

く
ら
地
域
に
普
及
し
て
も
、
各

家
庭
の
排
水
設
備
を
下
水
道
に

接
続
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
役

割
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。
す
で
に
、

下
水
道
を
使
用
で
き
る
地
域
の

人
は
早
め
に
公
共
下
水
道
に
接

続
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
家
屋
を
改
築
す
る
と
き

は
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
考
慮

し
て
設
計
さ
れ
る
と
将
来
の
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

� � � � � � ��	
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下
水
道
本
管
シ
ー
ル
ド
工
事
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京
都
府
下
水
道
公
社
洛
南

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
下
水
道
の

日
に
ち
な
み
下
水
道
ま
つ
り
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
ま
つ

り
実
行
委
員
会(

本
市
を
含
む

三
市
三
町
と
城
南
衛
生
管
理
組

合
で
構
成)

は
、
隣
接
す
る
城

南
衛
生
管
理
組
合
沢
清
掃
工
場

で
、
自
然
と
の
共
生
・
循
環
型

社
会
づ
く
り
を
目
的
に
環
境
ま

つ
り
を
行
い
ま
す
。

【
下
水
道
ま
つ
り
】
…
施
設
公

開
、
下
水
道
に
関
す
る
相
談
・

展
示
、
ク
イ
ズ
な
ど

【
環
境
ま
つ
り
】
…
家
具
や
自

転
車
の
不
用
品
市
・
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
な

ど
会
場
へ
は
自
家
用
車
か
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
時
刻
表
】

◎
近
鉄
大
久
保
駅
出
発
＝
午
前

９
時
・
10
時
・
11
時
・
正
午

◎
京
阪
八
幡
市
駅
出
発
＝
午
前

９
時
20
分
か
ら
30
分
お
き
に
11

時
20
分
ま
で
と
、
正
午
・
午
後

０
時
半

問�
京
都
府
洛
南
浄
化
セ
ン
タ

ー
・
城
南
衛
生
管
理
組
合
沢
清

掃
工
場

�
�

�
�

�
�
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国
民
年
金
は
、
安
心
で
豊
か

な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

も
し
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に

な
っ
た
り
、
遺
族
に
な
っ
た
り

し
た
と
き
に
も
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
は
き
ち

ん
と
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

退
職
や
転
職
な
ど
に
か
か
わ
る

種
別
変
更
の
手
続
き
も
忘
れ
ず

に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
物
価
の
上
昇

に
応
じ
て
年
金
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
保
証

さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
に
は
最
低
二
十
五
年
の

資
格
期
間
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
満
額
受

け
る
た
め
に
は
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
に
な
る
ま
で
の
四
十
年
間

(

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
前

生
ま
れ
の
人
は
三
十
六
年
四
月

か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
年

数)

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
保
険

料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
と
家
族
の
将
来
の
安
心

の
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を

し
て
承
認
さ
れ
る
と
そ
の
年
度

の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
学
生
で
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
マ
マ
に

な
る
妊
婦
さ
ん
や
パ
パ
に
な
る

人
の
た
め
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座

｢

パ
パ
マ
マ
コ
ー
ス｣

を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
９
月
22
日
、
10
月
20

日
、
11
月
17
日
、
12
月
15
日
、

14
年
１
月
19
日
、
２
月
16
日
、

３
月
16
日
。
い
ず
れ
も
土
曜
日
、

午
後
１
時
半
〜
４
時
40
分

▼
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー▼
内
容
…
①
こ
こ
ろ
の
お
話
し

(

妊
婦
さ
ん
の
心
は
普
段
と
違

い
ま
す)

②
母
乳
に
つ
い
て

③
パ
パ
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ー

ツ
試
着(

マ
マ
の
お
腹
の
重
さ

を
体
験
し
て
み
よ
う)

④
パ

パ
の
沐
浴
実
習(

沐
浴
は
赤
ち
ゃ

ん
と
の
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
す)

▼
定
員
…
各
先
着
20
組

▼
受
講
料
…
無
料

▼
そ
の
他
…
妊
婦
さ
ん
と
パ
パ

の
二
人
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
メ
ラ
の
持
ち
込
み
は
可
能
で

す
。
沐
浴
実
習
な
ど
の
姿
を
写

真
に
撮
っ
て
、
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
が
大
き
く
な
っ
た
と

き
に
見
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
申
し
込
み
…
保
健
推
進
課
へ

お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

��� ���

手や調理器具はよく洗い､ きれいにする｡

調理後はすぐに食べる｡ 保存するときは
冷やす｡

食品の中心部までじゅうぶんに加熱する｡
(75度以上で１分以上が目安)

問�保健推進課
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家
庭
と
公
共
下
水
道
を
結
ぶ

排
水
設
備
に
は
、
雨
水
や
砂
が

入
ら
な
い
こ
と
、
規
定
の
勾こ
う

配

が
あ
り
ス
ム
ー
ズ
に
汚
水
が
流

れ
る
こ
と
な
ど
、
一
定
の
構
造

と
機
能
を
備
え
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で

は
排
水
設
備
の
工
事
基
準
を
定

め
、
一
定
の
資
格
要
件
を
満
た

し
、
こ
の
基
準
に
合
う
工
事
が

で
き
る
業
者
を
指
定
工
事
業
者

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
の
際

は
指
定
工
事
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
下
水
道

管
理
課
へ
。

下
水
道
の
日
に
ち
な
ん
で
、

下
水
道
相
談
所
を
設
置
し
ま
す
。

◆
と
き
…
９
月
９
日
�
、
午
前

９
時
半
〜
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ
…
東
宇
治
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー(

五
ケ
庄
折
坂
５－

１
４
９)

、
西
小
倉
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー(

小
倉
町
山
際
63－

１)

家
庭
内
の
水
洗
化
工
事
や
下

水
道
整
備
の
計
画
な
ど
下
水
道

に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

粗
品
進
呈
。
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～あなたの将来に備えて～

問�国民年金課
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７月～９月は､
食中毒予防推進強化月間

気温が30度前後のとき､ 細菌は大
変早く増殖し､ ちょっとした不注意
で食中毒を引き起こすことになりま
す｡ ｢食中毒予防３原則｣ を実行
し､ Ｏ１５７などの食中毒を防ぎま
しょう｡
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表１ 交通災害共済見舞金の等級 単位：万円

等級 災 害 の 程 度 見舞金額
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表２ 火災共済見舞金の等級 単位：万円

等級 災 害 の 程 度 見舞金額
1口 2口

� � !"#$%&�'()
�*+,-./���� '���(
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�'()��*+,-./���� 1� '(
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� � !"#$%&��()��*+,-./���� 1 2

� 3456.7+,5�8#$%&�9+,���� ��� 1

いきいき健康ウオーキング入門教室申し込み票
名 前

生年月日 年 月 日 ( 歳)

住所・
電話番号

宇治市

�( － )
※下記の質問で当てはまるものに○印をしてください
＊現在､ お薬を飲まれていますか

… はい (内容： ) ・ いいえ
＊血圧が高いと言われたことはありますか

… はい ・ いいえ
＊骨や関節に障害があると言われたことはありますか

… はい ・ いいえ
＊息切れ (喘息など) の発作がありますか

… はい ・ いいえ
＊心臓や胸が痛むことがありますか

… はい ・ いいえ

宇
治
市
交
通
災
害
共
済
に
加

入
で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
の

人
で
す
。
加
入
後
に
市
外
へ
転

出
さ
れ
て
も
、
共
済
期
間
内
で

あ
れ
ば
見
舞
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一
人
一
年
間
五
百
円
で
、
一

人
一
口
に
限
ら
れ
ま
す
。

十
二
月
一
日
以
降
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、
受
付
日
の
翌
日

か
ら
が
共
済
期
間
と
な
り
、
加

入
申
し
込
み
の
月
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

道
路
交
通
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
車
両
で
、
自
動
車
・
バ
イ

ク
・
自
転
車(

小
児
用
を
除
く)

と
身
体
障
害
者
用
の
車
い
す
に

よ
る
人
身
事
故
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
に
は
、
会
員

証
兼
領
収
書
及
び
見
舞
金
請
求

書
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
書
、

医
師
の
診
断
書(

事
故
日
か
ら

十
日
以
内
に
受
診
が
必
要)

な

ど
の
証
明
書
類
が
必
要
で
す
。

な
お
、
見
舞
金
の
請
求
は
事

故
日
か
ら
一
年
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書
類

は
交
通
対
策
課
に
あ
り
ま
す
。

自
転
車
に
よ
る
事
故
の
場
合

に
限
り
、
事
故
証
明
書
の
提
出

が
な
く
て
も
受
け
付
け
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自

転
車
に
よ
る
事
故
で
あ
っ
て
も
、

事
故
の
相
手
が
自
動
車
や
バ
イ

ク
の
場
合
は
、
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
交
通

事
故
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
交
通
対

策
課
へ
。

見
舞
金
は
、
事
故
で
入
院
あ

る
い
は
通
院
さ
れ
た
日
数
に
よ

り
区
分
さ
れ
た
等
級
で
金
額
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す(

表
１
参

照)

。通院
期
間
は
、
治
療
の
初
日

か
ら
治
癒
の
日
ま
で
の
期
間
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
治
療
を
十

四
日
以
上
中
断
し
た
場
合
は
、

当
該
中
断
期
間
を
除
き
ま
す
。

平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
以

降
に
発
生
し
た
事
故
よ
り
、
通

院
六
十
日
以
上
な
ら
ば
従
来
の

三
万
円
が
四
万
円
に
、
三
十
日

未
満
の
入
院
が
従
来
の
四
万
円

市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳(

外
国
人
登
録
原
票)

に

世
帯
主
と
し
て
記
録(

登
録)

さ
れ
て
い
る
人
が
、
そ
の
記
録

さ
れ
て
い
る
住
所
に
お
い
て
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

複
数
の
家
屋
を
所
有
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
住
所
の
家
屋
だ
け
が
加

入
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

火
災
共
済
の
加
入
は
、
持
家
・

借
家
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま

す
。二

世
帯
が
同
居
さ
れ
て
い
る

場
合
で
、
住
民
票
に
同
一
世
帯

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
世
帯
主
だ
け
の
加
入
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で

住
民
票
が
登
録
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
加

入
で
き
ま
す
。

一
世
帯
に
つ
き
、
一
年
間
一

口
五
百
円
で
、
二
口
千
円
ま
で

加
入
で
き
ま
す
。
世
帯
の
人
数

と
は
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

十
二
月
一
日
以
降
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、
受
付
日
の
翌
日

か
ら
が
共
済
期
間
と
な
り
、
加

入
申
し
込
み
の
月
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

会
員
が
現
に
居
住
し
て
い
る

建
物
の
火
災
で
、
消
防
署
が
被

害
を
確
認
し
た
も
の
が
火
災
共

済
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
見
舞

金
の
申
請
に
は
消
防
署
が
発
行

す
る｢

り
災
証
明
書｣

な
ど
が

必
要
で
す
。
火
災
に
あ
わ
れ
た

ら
、
被
害
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
必
ず
消
防
署
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
、
共
済
見
舞
金

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
門
・
へ
い
・
垣
な
ど
の
工

作
物
の
火
災
事
故

②
独
立
し

た
物
置
・
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の
付

属
物
の
火
災
事
故

③
マ
ン
シ

ョ
ン
・
共
同
住
宅
の
廊
下
・
階

段
な
ど
の
共
用
部
分
の
火
災
事

故

④
会
員
及
び
そ
の
同
一
世

帯
に
属
す
る
同
居
の
親
族
の
故

意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
る
火

災
事
故

⑤
地
震
そ
の
他
の
天

災
地
変(

落
雷
は
除
く)

に
よ

る
火
災
事
故

⑥
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
火
災
事
故

見
舞
金
の
請
求
期
間
は
、
火

災
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
年
以

内
で
す
。
平
成
十
三
年
十
二
月

一
日
以
降
に
発
生
し
た
火
災
か

ら
、
従
来
の
二
口
の
場
合
で
最

高
百
万
円
が
百
五
十
万
円
に
増

額
さ
れ
ま
す(

表
２
参
照)
。
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わ
た
し
た
ち
は
い
つ
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
火
災
に
あ
っ
た
り
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
交
通
事
故
や
火
災
に
あ
わ
れ
た
人
を
み
ん
な
で
救
済
す
る

た
め
、
交
通
災
害
共
済
制
度
と
火
災
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
万
一
に
備

え
、
皆
さ
ん
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問�
交
通
対
策
課
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特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、

住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
中
堅

所
得
者
を
対
象
と
し
て
、
市
が

建
設
し
供
給
す
る
公
共
賃
貸
住

宅
で
す
。
こ
の
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
住
宅
…
槇
島
町
吹
前
37
、

槇
島
吹
前
市
営
住
宅
に
併
設
の

住
宅(

※
家
賃
な
ど
に
つ
い
て

は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
賃
の
ほ
か
に
共

益
費
が
必
要
で
す)

◆
募
集
戸
数
…
３
Ｄ
Ｋ
・
２
戸

◆
入
居
時
期
…
入
居
承
認
の
日

か
ら
１
か
月
後(

予
定)

◆
応
募
資
格
…
①
住
宅
を
必
要

と
し
て
い
る
市
内
在
住
の
人

②
同
居
親
族
か
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族(

内
縁
関
係
や
婚
約

者
も
含
む)

が
あ
る

③
基
準

収
入
額
の
範
囲
内(

同
居
親
族

数
な
ど
で
異
な
る)

で
あ
る

④
入
居
時
に
２
人
の
連
帯
保
証

人
が
あ
る
。
以
上
の
す
べ
て
を

満
た
す
こ
と

◆
募
集
案
内
書
の
配
布
…
９
月

３
日
�
か
ら
住
宅
課(

市
役
所

５
階)

で

◆
応
募
受
付
…
９
月
10
日
�
か

ら
募
集
戸
数
に
達
す
る
ま
で
住

宅
課
で(

土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
。
郵
送
不
可)

◆
問
い
合
わ
せ
…
住
宅
課

適
度
な
運
動
は
、
現
代
病
と

言
わ
れ
る
生
活
習
慣
病
予
防
に

も
効
果
的
で
す
。
し
か
し
、
い

ざ
始
め
よ
う
と
し
て
も
一
人
で

は
な
か
な
か
出
来
な
い
、
始
め

て
み
た
け
ど
続
か
な
い
と
い
う

声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

健
康
生
き
が
い
課
で
は｢

日
ご

ろ
運
動
不
足
で
、
運
動
は
始
め

た
い
が
ど
の
程
度
や
っ
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い｣

と
い
う
人

を
対
象
に
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

中
心
と
し
た
健
康
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
運
動
を

通
じ
て
仲
間
と
一
緒
に
自
分
の

健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
と
き
…
９
月
25
日
�
・
10
月

23
日
�
・
11
月
27
日
�
の
３
回
。

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
４
時

◆
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー◆
対
象
…
市
内
在
住
で
現
在
定

期
的
な
運
動
習
慣
が
な
く
、
今

か
ら
運
動
を
始
め
て
み
た
い
人

(

医
師
な
ど
か
ら
運
動
制
限
を

受
け
て
い
な
い
人)

。
た
だ
し
、

前
回(

５
〜
７
月)

の
受
講
者

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
…
１
時
間
で
３
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

と
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ミ
ニ
健

康
学
習
な
ど

◆
定
員
…
30
人(

応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選)

◆
申
し
込
み
…
９
月
７
日
�
ま

で(

必
着)

に
、
往
復
は
が
き

に
左
記
の
申
し
込
み
票
を
は
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
健

康
生
き
が
い
課(

〒
６
１
１－

８

５
０
１
、
住
所
省
略
可)

へ
。

参
加
決
定
者
に
は
、
後
日
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
。
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か
ら
五
万
円
に
な
る
な
ど
、
見

舞
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
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 � � �
＜会費＞
◎交通災害共済＝１人年額500円(個人加入)
◎火災共済＝１口500円(世帯加入で２口まで加入できます)
※共済期間＝平成13年12月１日～14年11月30日

＜主な変更内容＞
��������	
���
���������������

������
� ����	
�!"�#$%&�����&'��������

＜加入方法＞
ご協力いただいている町内会・自治会では､ 各々の日程に

より加入申込用紙が配布されます｡ 郵便局を除く市内の金融
機関の窓口にも加入申込用紙が置いてあります｡ また､ 交通
対策課の窓口でも受け付けています｡
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市
で
は
、
窓
口
で
の
諸
手
続

き
を
簡
略
化
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
各
種

申
請
書
の
押
印
の
簡
素
化
を
第

三
次
行
政
改
革
に
挙
げ
て
見
直

し
を
進
め
、
順
次
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
が

取
り
扱
う
各
種
申
請
書
九
百
八

件
の
う
ち
四
百
六
十
七
件(

九

月
現
在)

に
つ
い
て
は
、
署
名

ま
た
は
記
名
す
れ
ば
押
印
が
な

く
て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
押
印
を
廃
止

す
る
も
の(

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
等
の
使
用
許
可
申
請
、
撤
去

自
転
車
返
還
申
請
な
ど
二
百
七

十
件)

と
、
記
名
押
印
か
署
名

の
選
択
制
と
す
る
も
の(

救
急

搬
送
依
頼
書
、
育
成
学
級
入
級

申
請
書
な
ど
百
九
十
七
件)

の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
な
お
公

金
の
支
出
や
債
権
の
証
拠
書
類

と
な
る
も
の
、
本
人
の
意
思
確

認
が
必
要
な
も
の(

所
得
証
明

書
、
口
座
振
込
依
頼
申
請
な
ど

四
百
四
十
一
件)

に
は
引
き
続

き
押
印
が
必
要
で
す
。

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
も
受
け
て
い
な
い
人
も
、

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
に
は｢

児
童
手
当
現
況

届｣

を
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

こ
の
届
は
今
年
六
月
一
日
の

状
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
引
き
続
き
手
当
を
受
け
て

い
た
だ
け
る
か
を
確
認
す
る
大

事
な
届
で
す
。
こ
の
届
の
提
出

が
な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

昨
年
六
月
に
児
童
手
当
法
が

一
部
改
正
さ
れ
、
児
童
手
当
の

支
給
対
象
児
童
が
、
こ
れ
ま
で

の｢

三
歳
未
満｣

か
ら｢

義
務

教
育
就
学
前｣

ま
で
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
六
月
に

も
所
得
制
限
限
度
額
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
、
受
給
対
象
者
の
枠

が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。
ま

だ
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い

人
は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
の
人
は
各
職

場
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

改
め
て
、
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
支
給
要
件
の
確
認
等

認
定
処
理
事
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
人
に
は
次
回

振
り
込
み
時
期
の
十
月
上
旬
に

認
定
通
知
を
送
付
す
る
と
と
も

に
、
銀
行
口
座
に
児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
す
。
所
得
が
限
度

額
以
上
等
で
支
給
で
き
な
い
人

に
は
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。問�

障
害
者
母
子
福
祉
課

� � � � � � ��	
��� 
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①
毎
秒
千
五
百
㌧
を
安
全
に

流
下
さ
せ
る
。
②
河
道
か
ど
う

掘
削

は
最
小
限
と
し
、
亀
石
付
近

で
は
一
・
一
㍍
と
す
る
。

①
亀
石
景
観
の
保
全
対
策
は
、

亀
石
の
水
面
を
池
の
よ
う
に

保
持
す
る
案
と
し
、
で
き
る

だ
け
自
然
的
な
景
観
を
保
ち
、

せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
な
形
で
保

持
す
る
。
②
派
川
の
景
観
保

持
対
策
と
し
て
は
、
塔
の
川

締
切
堤
は
現
状
よ
り
高
く
せ

ず
、
暫
定
締
切
を
保
持
す
る
。

①
鵜
飼
う
か
い

の
場
に
適
し
た
緩
流

域
の
確
保
対
策
と
し
て
、
鵜

飼
に
と
っ
て
必
要
な
水
深
、

流
速
を
確
保
す
る
た
め
に
、

船
通
し
も
堰せ
き

も
作
ら
な
い
掘

削
に
よ
り
緩
流
を
維
持
す
る
。

②
係
船
施
設
の
移
設
対
策
で

は
、
宇
治
橋
下
流
等
に
係
船

施
設
を
設
置
す
る
案
を
作
成

し
、
原
案
と
比
較
の
う
え
場

所
を
決
定
す
る
。

①
ナ
カ
セ
コ
カ
ワ
ニ
ナ(

絶

滅
危き

惧ぐ

種
指
定
の
水
生
生
物)

や
鮎
等
の
生
息
す
る
良
好
な

生
態
環
境
を
保
全
し
、
水
際

部
に
緩
傾
斜
部
等
を
設
け
る
。

②
河
道
掘
削
や
係
船
施
設
の

設
置
で
は
、
水
制
や
礫
堆
れ
き
た
い

等

を
設
け
て
ナ
カ
セ
コ
カ
ワ
ニ

ナ
の
良
好
な
生
息
環
境
を
回

復
さ
せ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
検
討
結

果
は
淀
川
水
系
流
域
委
員
会

に
報
告
さ
れ
、
今
後
の
改
修

計
画
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
検
討
委
員
会
は
、
平
成

12
年
度(

８
月
９
日
、
11
月

17
日
、
３
月
16
日)

に
開
催
。
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今
回
は
、
介
護
保
険
施
設

に
入
所
し
て
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護

認
定
で
要
介
護
１
〜
５
の
認

定
を
受
け
た
人
が
利
用
で
き

ま
す(

要
支
援
の
人
は
利
用

で
き
ま
せ
ん)

。

①
介
護
老
人
福
祉
施
設

(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム)

②
介
護
老
人
保
健
施
設(

老

人
保
健
施
設)

③
介
護
療
養

型
医
療
施
設
の
３
種
類
で
す
。

①
介
護
老
人
福
祉
施
設

寝
た
き
り
や
、
痴
ほ
う
な

ど
で
常
時
介
護
が
必
要
で
、

在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
人

が
日
常
生
活
上
の
介
護
を
受

け
ま
す

②
介
護
老
人
保
健
施
設

症
状
が
安
定
し
、
入
院
治

療
の
必
要
は
な
い
が
、
リ
ハ

ビ
リ
や
看
護
が
必
要
な
人
が
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
よ
り
家
庭

復
帰
を
目
指
し
ま
す

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設

症
状
は
安
定
し
て
い
る
が
、

常
時
医
学
的
管
理
が
必
要
な

人
が
、
日
常
生
活
上
の
看
護

や
介
護
を
受
け
ま
す
。

希
望
す
る
施
設
に
直
接
申

し
込
み
ま
す
。
市
内
の
施
設

に
限
ら
ず
他
市
町
村
や
他
府

県
の
施
設
も
利
用
で
き
ま
す
。

①
介
護
老
人
福
祉
施
設
＝

１
日
に
つ
き
約
８
１
０
円
〜

９
９
０
円

②
介
護
老
人
保

健
施
設
＝
１
日
に
つ
き
約
８

９
０
円
〜
１
０
９
０
円

③

介
護
療
養
型
医
療
施
設
＝
１

日
に
つ
き
約
９
１
０
円
〜
１

３
９
０
円
。
金
額
は
、
要
介

護
度
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
診
療
を
受
け

た
場
合
や
施
設
の
体
制
に
よ

り
、
別
に
料
金
加
算
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

お
や
つ
代
な
ど
の
実
費
負
担

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊
表
示
額
は
利
用
者
負
担

額(

費
用
の
一
割)

で
す
。

利
用
料
の
他
に
、
１
日
に

つ
き
７
８
０
円
の
食
事
代
の

自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

＊
た
だ
し
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
５
０
０
円
に
、

生
活
保
護
受
給
者
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
の
場
合
は
３
０
０

円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
市
の

窓
口
に
申
請
が
必
要
で
す
。

九
月
九
日
は
救
急
の
日
で
す
。

今
年
上
半
期(

一
月
〜
六
月)

の
救
急
出
場
件
数
は
、
二
千
八

百
七
十
九
件
で
、
二
千
七
百
七

十
一
人
を
医
療
機
関
に
運
び
ま

し
た
。

救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
人

に
す
ぐ
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
軽
い
け
が
や
病
気
の
場
合

は
で
き
る
だ
け
自
家
用
車
や
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
一
般
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
一
九
番
で
救
急
車

を
呼
ぶ
と
き
は
、
落
ち
着
い
て

患
者
の
い
る
場
所
や
目
標
物
、

病
人
な
ど
の
容
体
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
は
っ
き
り
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
。

問�
消
防
本
部
警
防
課
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す
で
に
請
求
済
み
の
人
へ
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問�情報管理課

庁舎北側二層式駐車場が
完成しました
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庁舎北側駐車場は､ ７月２日から８月31日ま
で二層式駐車場建設工事のため利用できません
でしたが､ このたび完成し､ ９月３日�からご
利用いただけます｡
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中小企業者が開発､ 製造した工
業製品を､ ＰＲのための展示会に
出品する経費の一部を補助します｡

△

受付期間…９月３日�～､ 午前
９時～午後４時

△

補助対象者…市
内の中小企業者が開発､ 製造され
た工業製品等を９月３日～14年３
月31日の間に展示会に出品する中
小企業者､ 先着８業者

△

対象経費・
補助率…出品料・輸送費の２分の
１ (補助金の上限は20万円) 申�

商工観光課にある所定の申請用紙
に必要事項を記入して同課に直接
(郵送不可)｡

���������△

応募資格…次の条件をすべて
満たす人｡ ◎登録日当日満53歳ま
で ◎ホームヘルパー養成研修２
級修了か受講中 ◎週４日以上活
動できる 申�同公社西小倉(�
22-3089)へ｡ 常時登録受付中｡ 指
定の履歴書は福祉サービス公社
(東宇治･広野･西小倉)にあります｡
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とき…９月18日�､ 午後１時
～３時

△

ところ…市役所市民相談
室

△

担当…京都弁護士会所属の弁
護士

△
定員…先着10人 申�９月３

日�から広報課市民相談係へ｡

���()*+,-��△

対象…次の要件をすべて満た
す人｡ ①本人と保護者が宇治市に
引き続き３年以上在住している
(ただし､ 学校が遠隔地のため本
人が市外に住む場合は可) ②学資
の支出が困難である③他の奨学金
を受けていない

△

募集人数…若干
名

△

貸与月額…国公立高校＝9000
円､ 私立高校＝１万8000円､ 国公
立大学＝１万9000円､ 私立大学＝
２万4000円､ 高等専門学校＝１万
2000円 申�９月３日�～21日�ま
でに所定の願書､ 学校長の推薦調
書､ 成績証明書､ 在学証明書を障
害者母子福祉課へ｡
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△

とき…９月14日�､ 午前８時半
～午後５時半

△

行き先…ユニバー
サルスタジオジャパン(ＪＲを利
用して移動)

△

対象・定員…下肢
障害 (手帳３・４級) の人＝８人｡
ボランティア＝８人 (応募多数の
場合は選考)

△

参加費…下肢障害
の人＝1500円､ ボランティア＝10

00円(交通費・入場料の一部) 申�

９月７日�までに社会福祉協議
会 (�22-5650､ FAX22-5654) へ｡
��������	
���


視覚障害者向け自転車でサイクリ
ングを楽しみます｡

△

とき…９月
29日�､ 午前９時～

△

行き先…宝
ケ池公園

△

対象・定員…視覚障害
の人＝10人｡ ボランティア＝10人

△

参加費…昼食代500円 申�９月1
7日�までに社会福祉協議会 (�2
2-5650､ FAX22-5654)｡

�89:;�△

とき・ところ…◎９月２日�､
午前11時～＝北槇島小学校体育館
◎９月２日�､ 午後１時～＝木幡
小学校体育館｡ いずれも車での来
場はご遠慮ください｡ 問�社会福祉
協議会 (�22-5650､ FAX22-5654)

��<=>?@ABC5DE�
FG��H��5DE��
地域で高齢者や障害者､ 子育て
中の人たちとの交流・仲間づくり
を目的としたサロンを実施する団
体に助成します｡ 申�９月30日�ま
でに社会福祉協議会 (�22-5650､
FAX22-5654) へ｡ 申請書は同協議
会にあります｡
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�IJKLMNOEP�
申� ｢敬老の日のプレゼントづく

り｣ は同センター(�44-7447)へ｡
���������


△

とき…
９月５日�・19日�､ いずれも午
後３時半～５時

△

内容…ドッジボ
ール

△

対象…小学生以上

△

参加費
…無料
���������


△

とき…
９月８日�､ 午前９時半～正午

△

内容…ひも人形づくり

△

対象…小
学生以上

△

参加費…無料
�� �!"


△

とき…９月12
日�､ 午後３時半～４時

△

内容…
おはなしほか

△

対象…幼児以上

△

参加費…無料
�#$�%�&'()*+,-


△

とき…９月15日	､ 午前９時半
～正午

△

内容…フォトフレームづ
くり

△

対象…小学生以上

△

定員…
先着35人

△

参加費…50円
�./��01-2�34"


△

とき…９月29日�､ 午後２時～
４時

△

内容…交流会 (プレゼント､
クラブ部員の発表､ クラブ参観)

△

対象…西大久保地区のお年寄り
と当センター子どもクラブ員

�QRSTUVWX(YZ[\]!^_△

とき…９月４日�､ 午後７時
～

△

ところ…木幡公民館

△

内容…
講演 ｢みんな同じ人間だもの～人
の心の痛みをわかる人間になろう

～｣

△

講師…天台宗僧りょ藤井妙
法さん

△

参加費…参加は自由､ 無
料 問�人権同和対策課

�`abcdAeE5�f△

とき…９月８日�､ 午後７時
半～９時

△

ところ…広野公民館

△

出演者…スウィンギン・エコー・
ジャズオーケストラ

△

曲目…ルパ
ン三世､ パーデイドほか 問�同館
(�41-7450)

�ghij
申�講習会は同園 (�45-0099)へ｡

いずれも入園料が必要です｡
�5678/9�:;"
市内
の小学生が採集した植物､ 鉱物昆
虫標本などの作品を展示します｡

△

とき…９月11日�～16日�

�<=">?�@ABCD


△

とき…９月22日�､ 午後１時半～
３時半

△

定員…先着30人

△

材料費
…1000円

�kel�fmnop*q△

とき…９月13日
､ 午後１時
～３時半｡ 市役所南玄関に集合
(貸し切りバス利用)

△

ところ・
内容…リサイクル施設 ｢エコポー
ト長谷山｣ の見学

△

定員…先着35
人

△

参加費…無料 申�環境企画課

�rstZ[△

とき…９月13日
､ 午前10時
～正午

△

ところ…南部地域子育て
支援センター(同胞保育園内＝大
久保町旦椋72-2)

△

内容…共に遊
び､ 学び､ 楽しい子育てを！

△

定
員…先着25人 申�同センター(�4
4-3692)

�uv�w�xyz
乳幼児と母親が楽しく交流でき
る広場です｡

△

とき・ところ・内
容…下表のとおり

△

対象…乳幼児
と親

△

参加費…無料 申�生涯学習
センター (�22-0220)へ｡

�rstZ[{rz|�}�~
��UVW����{△

とき・内容…下表のとおり｡
いずれも午前10時～11時半

△

とこ
ろ…小倉公民館

△

対象…市内在住
の乳幼児を持つ親

△

定員…先着30
人 (無料保育あり｡ １歳半～就学
前の子ども)

△

費用…無料 (第３
講は材料費200円) 申�９月３日�

から生涯学習センター (�22-
0220)へ｡

����Iq\�����t��_△

とき…９月14日�､ 午後１時
半～４時半

△

ところ…小倉公民館

△

対象…市内在住の人

△

定員…先
着30人

△

参加費…500円 申�９月
３日�から同館 (�22-4687)へ｡

�(Y�������△

とき・内容…下表のとおり

△

ところ…生涯学習センター 問�同
センター (�22-0220)へ｡

�����������△

とき…９月21日�､ 午前９時
～午後４時 (時間は指定します)

△

ところ…生涯学習センター

△

内
容…骨量測定・保健指導・食事展
示など

△
対象…市内在住の20～69

歳の女性(多数の場合は抽選)

△

費用…無料 申�９月７日�まで(必
着)に往復はがきに｢骨粗しょう症
予防教室係｣・住所・氏名・生年
月日・年齢・電話番号を記入の上､
健康生きがい課へ｡

���012��H�qp*
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とき…９月30日�､ 午前８時
半～午後５時半｡ 午前８時半に総
合福祉会館前集合

△

対象…市内在
住・在勤の聴覚障害者及び一般ボ
ランティア

△

定員…先着30人

△

参
加費…2100円 (昼食代と紙すき体
験代を含む)｡ 手話通訳あり 申�

９月14日�までに社会教育課｡

	
��

��¬�7l�­®¯°
グラウンド・ゴルフ､ エコロベー
ス､ ペタンクのルール講習と実技｡

△

とき・ところ…下表のとおり｡
いずれも午後７時半～９時半｡ 雨
天中止

△

参加費…無料 問�生涯ス
ポーツ課

�±²³@ABC�¬�7l�­��△

とき…９月８日�､ 午前９時
半～正午

△

ところ…菟道第二小学
校体育館・グラウンド

△

内容…屋
内・屋外の各種ニュースポーツの
紹介と実技

△

参加費…無料 (上靴
持参) 問�生涯スポーツ課
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△

とき…
10月28日�

△

ところ…関西文理学
院 (京都市北区)

△

試験区分…全
種全類 申�９月17日�～19日�に

�消防試験研究センター京都府支
部 (府庁西別館３階､ �075-411-
0095)へ｡
�EFGHIJKLMN<="


△

とき…９月30日�

△

ところ…生
涯学習センター

△

講習区分…乙種
第４類 申�市危険物安全協会 (市
消防本部内､ �21-0431)へ｡ 受験
願書・予備講習の申込書は､ 各消
防(分)署で配布｡
�EFGHIJOP<=
講習
種目は､ 給油取扱所で危険物の取
扱作業に従事する人は ｢給取｣ を､
給油取扱所以外の危険物施設で危
険物の取扱作業に従事する人は
｢一般｣ の種別を選択してくださ
い｡

△

種目・とき・ところ…◎一
般＝10月15日�､ 午後､ 京都市｡
◎給取＝10月16日�､ 午前､ 京都

市｡ ◎一般・給取＝10月２日�､
午後､ 大宮町｡ 10月３日�､ 午前､
福知山市｡ 10月３日�､ 午後､ 福知
山市｡ 10月５日�､ 午後､ 城陽市｡
いずれも午前は９時半～午後０時
半､ 午後は１時半～４時半｡ 申�

９月３日�～７日� (消印有効)
に�京都府危険物安全協会連合会
(〒602-8054京都市上京区西洞院
通下立売上ル府庁西別館３階､ �

075-415-0038)へ｡ 講習案内・受講
申請書は､ 市内各消防(分)署で配
布｡

�¹º&'\»¼½_△

とき…９月18日�､ 午後１時
～３時

△

ところ…宇治保健所

△

対
象者…神経系難病患者またはその
疑いのある人とその家族

△

定員…
先着６人

△

費用…無料 申�同保健
所 (�21-2191)

�¾¿ÀÁÂ�ÃÄOEP�
申�９月３日�から同センター

(�46-0688)に来館で｡
�QRS)TUV�WXYZ[
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△

とき…10月４日～22日の月
・木曜､ 午後６時半～９時｡ ６回

△

定員…先着20人(内中小企業の
従業員14人)

△

費用…１万4000円
�QRS)^�_`��


△

と
き…10月６日～11月10日の土曜､
午前９時半～正午｡ ６回

△

定員…
先着20人 (内中小企業の従業員14
人)

△

費用…１万4000円
�QRS)TUV�WXYZ[

\]


△

とき…10月６日～11月10日
の土曜､ 午後１時～３時半｡ ６回

△

定員…先着20人 (内中小企業の
従業員14人)

△

費用…１万4000円
�QRS)a��Zb\]


△

と
き…10月７日～11月11日の日曜､
午前９時半～正午｡ ６回

△

定員…
先着20人 (内中小企業の従業員14
人)

△

費用…１万4000円
�QRS)a��Z[\]


△

と
き…10月７日～11月11日の日曜､
午後１時～３時半｡ ６回

△

定員…
先着20人 (内中小企業の従業員14
人)

△

費用…１万4000円
�cd�efgh"i


△

とき…
10月６日～14年３月16日の土曜､
午前９時半～正午｡ 22回

△

定員…
先着25人

△

費用…２万7000円 (別
途テキスト代)
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情報
BOX

フルート＆ピアノ
フルート 木谷麻衣良さん
ピ ア ノ 岩田ちぐささん

９月12日�
午後０時15分～45分
市役所１階市民交流ロビ－
美しきロスマリン
ラ・カンパネラ ほか

問�文化自治振興課

市民交流ロビーコンサート

出
演

曲
目
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竹岡 優希ちゃん
H12.8.30 生 ／神明宮東

おとぼけ上手な優ちゃんに
いやされています｡
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『2001年宇宙のたび』
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と き ９月４日�
～10月14日�まで

ところ 中央図書館

問�同館 (�20-1511)

児童書テーマ展示



 

14日(金)、午前10時～正午、午後1時

～３時半＝大久保サティ 

27日(木)、午前10時～午後0時半、午後

1時半～３時半＝開地域福祉センター 

 

18日(火)、午後1時～4時、

宇治公民館。問 保護司会・下岡範男さ

ん（☎22-1249)。 

５日(水)・19日(水)、

午前9時～11時半、午後1時～４時、

来庁順に相談。問 宇治地方振興局（☎

21-2101)。 

19日(水)、午後2時～4時、

小倉公民館。年金・健康保険など。

問 国民年金課。 

３日(月)、

午前９時～午後４時、来庁順に相談。

問 宇治地方振興局（☎21-2101)。府暴

力追放運動推進センター（☎075-451-

8930）では電話での相談も可。 

毎週木曜、午後１時半～３

時半、社会福祉協議会。☎23-0857へ

電話予約を。 

毎週月曜～

金曜、午前9時～午後5時、青少年問

題の悩みなどお気軽に。 

毎週月曜～金曜、午前

10時～午後4時。児童と家庭に関する

困りごとなど。☎23-8698。 

献　　血 
● 
 

● 
 
相談あんない 
■青少年相談 

 

 

■府交通事故相談 

 

 

 

■社会保険相談 

 

 

■暴力にかかわる困りごと相談　 

 

 

 

 

■法律相談 

 

 

■宇治青少年こころの電話 

 

 

■家庭児童相談 

 

 

　「薄暮の京」角田文衛著／東京堂 
　かつて宇治で初めて講 

演したとき「若いころ遊 

んだこの地で講演できる 

ことは嬉しい」と言って 

いた著者の歴史エッセー。 

平安の都、いにしえの女 

性、考古学者の夢など、 

自らの人生・仕事・思想 

をまとめた本です。 

 

　「赤の発見青の発見」西沢潤一・中村修二
著／白日社 
　世界的な半導体研究者である西沢潤一と青

色発光ダイオードの発明・発見で広く知られ

る中村修二の世界的発見に至る経過をまとめ

た本です。どのようにして今までの常識を破

るような発見をしたのか、また日本の技術開

発のあるべき姿について語り合っています。 

 

　「不揃いの木を組む」小川三夫著／草思社
　法隆寺や薬師寺の宮大工棟梁であった西岡

常一のもとで修業し、師の生前に独立した著

者は宮大工の技能集団「鵤工舎」を設立しま

す。人として成長しながら大工としての技を

身に付けていく宮大工の弟子育成のお話で、

「不揃いな木が一本一本組み合って、千年を

越えて塔を支えている」という言葉は感動的

です。 

 

☆「マドレンカ」ピーター・シス文／松田素
子訳／ＢＬ出版 
　マドレンカはニューヨークに住む女の子。

ある日、歯がぐらぐらすることに気づいて、

友達みんなに知らせにいきます。フランス、

イタリア、ドイツなど、さまざまな人種の人

々が暮らす街の楽しさが伝わる絵本です。 

 

☆「スターハイツ０号室」竹下文子文／マイ
ス・リッポ絵／フレーベル館 
　森田さんはみどり町に 

あるマンション、スター 

ハイツの管理人さんです。 

趣味はクロスワード・パ 

ズル。そんな森田さんが 

スターハイツの中で出会 

ったちょっと不思議なお 

話が５つ入っています。  

（☆は児童書です。） 

あんな 
こんな 

そよかぜ号巡回日程 

保険・衛生・相談 図書館  

おはなし会 

おはなしたまてばこ 

本 本 

駐 車 場 所  

器 具 庫 南 側  

汚水処理場横 

六地蔵公会堂前 

御蔵山小学校 

木幡公民館前 

旦椋公会堂前 

南陵第2児童公園 

五ケ庄福角市営住宅 

府営三室戸団地内 

開第1児童公園北側 

大久保小学校 

西大久保小学校 

平 盛 小 学 校  

南落合12通り八木ガレージ 

槇 島 小 学 校  

北槇島小学校 

駐車時間 

14：00～14：30 

14：40～15：30 

13：50～14：20 

14：40～15：50 

14：00～15：30 

13：30～14：30 

15：00～16：00 

13：50～14：40 

15：10～16：00 

13：50～14：40 

15：00～16：00 

13：30～14：20 

14：40～15：50 

13：40～14：40 

15：00～16：00 

14：00～15：30

地　　区 

志 津 川  

明 星 町  

六 地 蔵  

御 蔵 山  

木　　幡 

大 久 保  

南 陵 町  

福　　角 

三 室 戸  

　 開 　  

広　　野 

西大久保 

平　　盛 

槇　　島 

吹　　前 

北 槇 島  

日 

４日 
 

６日 
 

７日 

13日 

 

14日 

 

18日 

 

20日 

 

21日 
 

28日 

 

（火） 
 

（木） 
 

（金） 

（木） 

 

（金） 

 

（火） 

 

（木） 

 

（金） 
 

（金） 

帝
釈
天
立
像 

一
躯
　 

  

宇
治
市
指
定
文
化
財 

 

所
有
者 

浄
土
院 

 

所
在
地 

平
等
院
鳳
翔
館 

 

時
　
代 

平
安
時
代 

 

法
量
（
像
高
）
一
四
六
・
九
セ
ン
チ 

  

前
回
、
藤
原
道
長
が
木
幡
に
建
て
た
浄
妙
寺

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
施

設
は
三
昧
堂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も

と
三
昧
堂
で
は
、
本
尊
に
向
か
っ
て
座
禅
を
組

ん
だ
り
、
そ
の
周
り
を
回
っ
て
修
行
を
し
ま
し

た
の
で
、
建
物
は
正
方
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
に
つ
い
て
は
、
お
像
の

種
類
が
普
賢
菩
薩
で
、
作
者
が
康
尚
と
い
う
仏

師
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
残
念
な
が
ら
、
こ
の
仏
像
は
今
に
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
康
尚
は
平
等
院
の
国
宝
阿
弥
陀
如

来
像
の
作
者
定
朝
の
父
と
も
師
匠
と
も
言
わ
れ

る
人
で
、
道
長
の
時
代
に
大
変
も
て
は
や
さ
れ

た
作
家
で
す
。
作
風
は
、
定
朝
に
よ
っ
て
完
成

さ
れ
る
お
だ
や
か
な
和
様
の
表
現
の
先
駆
け
と

言
わ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
康
尚
の
作
例
に
近
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

る
仏
像
が
、
宇
治
に
、
し
か
も
平
等
院
内
の
浄

土
院
に
伝
来
し
た
の
で
す
。
な
ん
と
も
奇
遇
で

す
。
帝
釈
天
と
語
り
継
が
れ
た
こ
の
仏
像
は
、

全
体
に
彫
り
が
浅
く
、
体
つ
き
は
伸
び
や
か
で

す
が
、
着
衣
に
は
重
く
垂
れ
た
感
じ
が
あ
り
ま

す
。
も
っ
と
も
目
を
引
く
の
が
、
小
づ
く
り
な

頭
部
で
、
や
や
突
き
出
し
た
よ
う
な
厚
め
の
唇

と
そ
の
表
情
は
幼
児
の
寝
顔
の
よ
う
に
も
映
り

ま
す
。
日
本
人
の
仏
像
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
、

幼
子
の
面
影
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か

で
す
。
康
尚
の
活
躍
し
た
時
代
に
も
、
こ
う
し

た
傾
向
が
顕
著
で
す
。
ま
た
ヒ
ノ
キ
の
一
木
造

で
、
背
面
か
ら
像
内
を
く
り
ぬ
く
背
刳
り
を
ほ

ど
こ
し
、
背
板
を
あ
て
る
工
法
も
、
ち
ょ
う
ど

十
世
紀
か 

ら
十
一
世 

紀
に
多
く 

用
い
ら
れ 

た
技
術
で 

す
。 

  

た
い
し
ゃ
く 

て
ん 

り
ゅ
う
ぞ
う 

ふ
じ
わ
ら
み
ち
な
が 

さ
ん
ま
い
ど
う 

ふ  

げ
ん   

ぼ  

さ
つ 

こ
う
し
ょ
う 

せ
　
ぐ 

じ
ょ
う
ち
ょ
う 

■中　央 

■東宇治 

■西宇治 

いずれも午後3時半～4時 
 

(対　象)　3歳以上でひとりで話が聞ける子ども 

(内　容)　手あそび、読み聞かせ、紙芝居など 

(参加費)　無料 

12日(水)・26日(水) 

5日(水) 

19日(水)

■中　央 

■東宇治 

いずれも午後3時半～4時 

(対　象)　子どもから大人まで 

(内　容)　主にストーリーテリング（素話） 

(参加費)　無料 

29日(土) 

26日(水) 

 

笠取、二尾、池尾、炭山 
 
六地蔵（JR以西・以南)  
六地蔵（JR以東・以北)  
 
木幡（JR以西） 
南端、南山畑、北畠、北山畑、檜尾 
東中（JR以東）、中村（JR以東）、大瀬戸（JR以東） 
南山、金草原、花揃、御蔵山、平尾、須留、赤塚 
畑山田、御園、正中（JR以東）、陣ノ内（JR以東） 
 
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、野添、谷前 
梅林、芝ノ東（JR以西）、西浦（JR以西） 
新開（JR以西）、平野（JR以西）、折坂（JR以西） 
日皆田、岡本、上村、大八木島 
一里塚、戸ノ内、福角（JR以西） 
一番割、二番割、折坂（JR以東）、福角（JR以東） 
平野（JR以東）、新開（JR以東）、西浦（JR以東） 
三番割、広岡谷、芝ノ東（JR以東） 
 
田中、荒槇、大垣内、平町（京滋バイパス以北） 
志津川 
東隼上り、西隼上り、藪里、西中、東中、段ノ上 
森本、出口、谷下り、中筋、河原、門前、大谷 
只川、妙見、池山、岡谷 
車田、丸山、平町（京滋バイパス以南） 

笠　取・炭　山 
 

六地蔵 
 
 

木　幡 
 
 
 
 
 

五ケ庄 
 
 
 
 
 
 
 
 

莵道・志津川 

 城南衛生管理組合　　075－631－5171

宇　治・白　川 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神　明・開　町・羽拍子町 
 
 
 
 

 

広野町  

大久保町 
 

 

槇島町 
 
 
 
 
 
 

 

小倉町 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

伊勢田町・安田町 

 

白川、金井戸 

乙方、山本、東内、又振、紅斉、山田 

蔭山 

蛇塚 

池森、米阪、天神、弐番（府道以北） 

半白、戸ノ内、樋ノ尻、小桜 

矢落（JR以北）、若森（JR以北）、里尻（JR以北） 

野神、大谷（権現町除く） 

下居、善法、塔川、琵琶、弐番（府道以南） 

妙楽（県神社お旅線以南　186番地～） 

壱番（県神社お旅線以南）、大谷一部（権現町） 

妙楽（県神社お旅線以北　1～185番地） 

壱番（県神社お旅線以北）、宇文字、蓮華 

矢落（JR以南）、若森（JR以南）、里尻（JR以南） 
  

石塚（心華寺通以西）、羽拍子町 

石塚（心華寺通以東）、宮北一部 

開町、宮西、宮北 

宮東 

   
茶屋裏、西裏、桐生谷（JR以西）、寺山（JR以西） 

東裏（JR以西と府道以南） 

大開、小根尾、尖山一部（2番地、6番地） 

宮谷、中島、寺山（JR以東）、尖山一部（4番地） 

一里山、東裏（JR以東の府道以北） 

桐生谷（JR以東）、丸山 

大久保町（「久保（JR以東）」除く） 

久保（JR以東） 

    
一ノ坪、大町、島前、五才田 
一町田、月夜、石橋（大川原線以西） 
大川原、中川原、十六、十八、十一、二十四、 
三十五、千足、清水、目川、吹前 
落合、南落合 
薗場、大幡、北内、門口、幡貫、郡 

石橋（大川原線以東） 
  

南浦（28番地～） 

山際 

老ノ木、天王、久保、寺内、春日森 

西畑、中畑、東山、西山（府道以東） 

南堀池、堀池 

西山（府道以西）、神楽田（近鉄以東） 

奥畑 

新田島 

蓮池、西浦、南浦（1～27番地）、神楽田（近鉄以西） 

    
南遊田 

毛語、遊田、砂田、井尻、中ノ田、浮面、 

名木、安田町 

中山、南山、大谷、ウトロ、中ノ荒、新中ノ荒 

北山、若林 

※収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日曜、祝日を除く）に上記組合へ 

９月のし尿収集日程 

中央　 20-1511／東宇治　 32-2232／西宇治　 22-8240
月曜・祝日・第4木曜休館 

　市、社会福祉協議会では、この 

ほかにも各種相談事業を実施して 

います。詳しくは13年度版「市 

民カレンダー」をご覧ください。 
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9/10,10/2 
 

9/11,10/3 
9/18 
 

9/11,10/3 

9/17 
 

9/18 
 
 
 

9/10,10/2 
 

9/11,10/3 
 

9/14 
 

9/17 
 

9/11,10/3 
 

9/12 
 

9/13

 

9/11,10/3 
 

9/13 
9/20 
9/21 

9/3・25  
9/5・27 
 

9/6・28 
 
 

9/7,10/1 
 
 

9/20 

9/21 

9/4・26 

9/5・27 

 

9/19 
 

9/20 

9/21 
 

9/3・25

9/19 
9/21 
 

9/12 
 

9/4・26  
9/5・27 

9/6・28  

 

9/10,10/2 

9/11,10/3 

9/12 

9/13 

9/14 

9/19 

9/20 

9/5・27 

9/7,10/1 
 

9/14 

9/17 
 

9/18 

9/19

いかるが 
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